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表 1 日中語の使役受動構文の形式的特徴における異同点 
形式的特徴 日本語 中国語 
通常 新型 
完全形式型 短縮形式型 
使役･受動の形式 (1)使役+受動 (2)使役+受動 (3)受動のみ (4)受動のみ 




(2) 一天， 尚   被   蒙在鼓里           的 高肇甫 被   叫   去   谈话。 
ある日 まだ 受動 真相を知らされない の 人名   受動 使役 行く 話をする 
(ある日に、まだ真相を知らされない高肇甫は(上司に)話をするよう行かされた) 
[北京 1994 年报刊精选] 
(3) 东大     同学 刚刚       游行 回来，     就     被   集合     去   听   
東北大学 学生 したばかり デモ 帰ってくる すぐに 受動 集合する 行く 聞く 
学校 当局 的 堂皇           的 训话…… 




(4) 别     让   孩子 在 父母 的 重压 下 “被  学习”。 










表 2 日中語の使役受動構文の意味的特徴における異同点 





直接･間接 直接と間接 直接のみ 直接と間接 直接のみ 
強制･原因･許容 強制と原因 指示･許容のみ 強制と原因 強制と原因 






















強制 被害のみ  被害のみ 被害のみ 
原因 被害、中立、利益  被害、中立、利益 被害、中立、利益 
















表 3 日本語の使役受動文に対応する中国語訳(365) 
中訳 受動文(55/15.1%) 非受動文(299/81.9%) 非対応 
(11/3%) 直接 間接 使役受動 能動文 使役文 処置文 




数 33 1 1 20 50 201 46 2 11 
% 9% 0.3% 0.3% 5.5% 13.7% 55.1% 12.6% 0.5% 3% 
2)中国語の使役受動文とその日本語訳 
表 4 中国語の使役受動文に対応する日本語訳(235) 
日訳 受動文(66/28%) 非受動文(137/58.3%) 非対応 
(32/13.6%) 直接 間接 使役受動 能動文 使役文 
持ち主 自動詞文 他動詞文 
数 43 10 13 113 21 3 32 












(6) 她   被   树枝 挂   破   了   衣服。 











(7) 彰   被   他 的 儿子 把   自己 的 家产 花   干净     了。 





a.彰被他的儿子把自己的家产花 { 干净/得干干净净/得一分不剩 } 了。 
b.彰被他的儿子花 { ○干净/×得干干净净/×得一分不剩 } 了自己的家产。 
 [黒田訳 2013:390] 
(8) a.那个 孩子 被   人 把   他 打   了   一顿。    <「把」を伴う持ち主受動表現> 
その 子供 受動 人 処置 彼 殴る 完了 数量 
(その子供は人に殴られた) 

















(10) 白岩松 网上    “被  自杀”   回应 称 “生活 还   那样” 













表 5 日中語の持ち主受動構文の意味的特徴における異同点 
















全体-部分 a+非使役他動詞、状態動詞 a 接触動詞 
本体-属性 b+非使役他動詞 b.取消･受け取り、思考･認知、知覚･感覚類動詞 
主体 -
活動 
状況 広範の他動詞  
非状況 同 c c.思考･認知、知覚･感
覚、言語･態度類動詞 
動詞、形容詞、名詞 
相互依存 同 d d.対格の属格類:接触、使役性を含意する他動詞 
同 e e.主格の属格類:自動詞、他動詞 
同一関係  広範の他動詞 
一般 
所有 
装着類 接触、態度類動詞 取消･受け取り類動詞 
非装着 f+知的活動動詞 f.取消･受け取り、態度、作用類動詞 
情意性 主
語 
有情物 被害、中立、利益 被害、中立、利益 
無情物 中立 中立、関係者被害 
使用要因 主
語 
有情物 構文的制約、受影者視点、状態描写 構文的制約、受影者視点、状態描写、受動者強調 
























表 6 日本語の持ち主受動文に対応する中国語訳(516) 
中訳 受動文(177/34.3%) 非受動文(314/60.9%) 非対応 
(25/4.8%) 直接 間接 使役 
受動 
能動文(270/52.3%) 使役文 処置文 
持ち主 第三者 自動詞文 他動詞文 
数 115 59 2 1 47 223 25 19 25 
% 22.3% 11.4% 0.4% 0.2% 9.1% 43.2% 4.8% 3.7% 4.8% 
2)中国語の持ち主受動文とその日本語訳 
表 7 中国語の持ち主受動文に対応する日本語訳(116) 
日訳 受動文(83/71.6%) 非受動文(24/20.7%) 非対応 
(9/7.8%) 直接 間接 能動文 使役文 
持ち主 第三者 自動詞文 他動詞文 
数 15 67 1 14 9 1 9 












(12) 我 坐庄，   又   被   他 自摸   了。 















(13) 私は夜中に赤ん坊に泣かれた。                         <結果非明示> 
×夜里我被婴儿哭了。 





表 8 日中語の第三者受動構文の意味的特徴における異同点 
 日本語 中国語 












有情物 被害、利益 被害、利益 
無情物 中立 中立、関係者被害 
使用要因 主
語 
有情物 受影者視点 受影者視点、行為者称揚 









(16) 我 想     逃，   没   逃     脱，   被   他们 抓       回去， 又  打。 
私 したい 逃げる ない 逃げる 離れる 受動 彼ら 捕まえる ていく また 殴る  
后来   到   了   河南 才     被   我 逃     出来     了。 
















によって、日本語は Cause-Change-State 節のうち、原因事態を表す Cause 節しか焦点化されない






表 9 日本語の第三者受動文に対応する中国語訳(121) 
中訳 受動文(18/14.9%) 非受動文(88/72.7%) 非対応 
(15/12.4%) 直接 間接 能動文(77/63.7%) 使役文 処置文 
第三者 自動詞文 他動詞文 
数 3 15 41 36 7 4 15 





表 10 中国語の第三者受動文に対応する日本語訳(17) 
日訳 受動文(5/29.4%) 非受動文(3/17.7%) 非対応 
(9/53%) 
直接 間接 能動文 使役文 
第三者 自動詞文 
数 3 2 2 1 9 





































































































図 1 日中語の特殊受動構文の拡張過程  
    C =概念化者  
    R =参照点  
    T =ターゲット  
   
       心的走査  
       変化  
       同一指示  
 
    tr =トラジェクター  
    lm =ランドマーク  
         直接的影響  
       間接的影響  
        
拡張経路 (日中同 ) 
























































































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名     李 麗萍  
学位論文の  
題   名  
 
 日中語の特殊受動構文に関する認知言語学的研究  
 —構文的特徴及び事態把握を中心に— 
論文審査担当者氏名  
 （主査）    上原 聡     ，  江藤裕之    ， 副島健作  
         ナロック  ハイコ  ，  王 安     ，  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
 本研究は、日本語と中国語における受動構文、その中でも特に習得が困難とされる特
殊受動構文に焦点を当て、それぞれの言語と両語間対訳のコーパスから収集した豊富な
実例を詳細に分析することにより、従来とは異なる認知言語学的観点から、各受動構文
の有する意味機能及び両言語間の対応関係と異同を体系的に解明したものである。  
 日中語の一般的ないわゆる直接受動構文を対象とする先行研究は多いが、特殊受動構
文に関する日中語間の対照研究は未だ少なく、特にコーパスを用いた実例に基づくそれ
らの体系的な分析は皆無である。本研究は、特殊受動構文として両言語の間接受動構文
（持ち主・第三者受動構文）と使役受動構文、及び中国語の新型受動構文の全てを対象
とし、各構文の特徴的な意味機能を事態把握の観点から捉え直すことによって構文間の
異同を明確にし、それらを直接受動構文をプロトタイプとする参照点関係やメタファー
的拡張関係を持つ構文ネットワークの中に位置づけることに成功している。よって、中
国語で近年成立した新型受動構文に関して実例に基づき体系的に分析・整理し、中国語
の他の受動構文との関係も明らかにしている。また、日中対訳コーパスのデータに基づ
き日中語の特殊受動構文の対応関係を考察し、同一事態に対する日中語間で異なる事態
把握の傾向を解明した。よって、学習者の言語に見受けられる文法的には誤りではない
が不自然な用法にも、適切な説明を与えることを可能にしている。  
 研究結果の持つ新規性のうち特筆すべきものとして次の２点が挙げられる。１）中国
語には日本語の使役受動構文に対応する構文はないという定説に対し、実際には統語形
態上も対応する構文が限られた状況で存在すること、さらに統語形態は異なるものの新
型受動構文の一種が機能的に対応する構文として近年出現し、その生産性が高いことを
示した。２）両言語の受動事態の構文形式上の相違を生み出す要因の一つに、焦点化の
相違があり、日本語が使役行為事象を、中国語が結果事象を言語化すると特徴づけられ
ることを示した。  
 本論文は、膨大な量の自然言語データの収集・データベース化に始まり、当該分野の
先行研究を踏まえて認知言語学的観点からデータに基づいた客観的な分析を進め、受動
構文の使用について、日・中語学における構文研究に、また自然な言語表現の習得を目
指す外国語としての日中両語の教育の分野にも寄与する新たな知見を提出し得ている。
このことは、執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認め
る。  
 
